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※１　市民税非課税世帯に属する方で、検診料減額申告書を提出された方。非課税世帯に属する方で

　　も、がん検診減額申告書の提出がない場合は一般料金になります（減額申告書は、がん検診の申

　　し込みをされた方に郵送します）。

※２　検診の受付時に生活保護手帳または受給票を提示していただくことがあります。

■検診の内容・料金等

料　　金
検診内容対象者検診種別 生活保護

世帯（※２）

非課税等

（※１）
一　般

無　料

５００円１，６００円胃バリウム検査

市内に住所を有する４０
歳以上の男女

胃 が ん 検 診

２００円５００円胸部レントゲン検査

肺 が ん 検 診
２００円９００円

 痰 の検査（たばこを吸う
たん

方等への追加検査）

２００円８００円便潜血検査大 腸 が ん 検 診

５００円１，６００円子宮の入り口の細胞検査市内に住所を有する２０
歳以上の女性

子宮 頸 がん検診
けい

１，０００円子宮や卵巣の超音波検査
子宮 頸 がん検診受診者

けい

で検査を希望する方
婦 人 科
超 音 波 検 査

受　　付　　時　　間会　　場検診月日検診種別

①６：００～６：１５　②７：００～７：１５市民体育館
９月１５日（日）

胃 が ん 検 診
肺 が ん 検 診
大腸がん検診 ③９：００～９：１５　④１０：００～１０：１５公 民 館

①９：００～９：１５　②９：３０～９：４５　③１０：００～１０：１５

④１０：３０～１０：４５　⑤１２：３０～１２：４５　⑥１３：００～１３：１５
公 民 館９月２６日（木）

子宮 頸 がん
けい

検 診

■検診日程と会場等

※６５歳以上の方は、肺がん検診の際に結核検診も合わせて実施します。

対象年齢（生年月日）検診種別

４０歳（昭和４７年４月２日～昭和４８年４月１日）

４５歳（昭和４２年４月２日～昭和４３年４月１日）

５０歳（昭和３７年４月２日～昭和３８年４月１日）

５５歳（昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日）

６０歳（昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日）

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

２０歳（平成４年４月２日～平成５年４月１日）

２５歳（昭和６２年４月２日～昭和６３年４月１日）

３０歳（昭和５７年４月２日～昭和５８年４月１日）

３５歳（昭和５２年４月２日～昭和５３年４月１日）

４０歳（昭和４７年４月２日～昭和４８年４月１日）

子宮 頸 がん
けい

検 診

■検診別の無料受診対象者
　下表の対象年齢となる方は、５月に郵送しているクーポン券を提出した場合、各がん検診料が無料

になります。ぜひこの機会に検診を受けましょう（※婦人科超音波検査は無料ではありません）。

胃・肺・大腸がん
８月３０日（金）まで

子宮 頸 がん
けい

９月１２日（木）まで

＝申 込 期 限＝
申し込みはお早めに

　がんという病気は、ほとんど無症状で進行するので、早期発

見には定期的な検診が欠かせません。なかでも胃がん、大腸が

ん、子宮がんなどは早期に発見し適切な治療を受ければ、ほぼ

１００パーセント治るようになってきました。

　健康だと思っているときこそ、自分のため、家族のためにが

ん検診を受けましょう。

申し込み・問い合わせは、保健予防グループ（市役所２階緯４２～３２１３）へ。
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介
護
保
険
は
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
負
担
す
る
「
公
費
」
と
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
「
介
護
保

険
料
」
を
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
額
は
、
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

「
ど
の
サ
ー
ビ
ス
」
が
、「
ど
れ
く
ら
い
必
要
に
な
る
か
」
を
見
込
ん
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
保
険
料
基
準
額
は
昨
年
と
同
額
で
、
保
険
料
基
準
額
５
５
，０
８
０
円
（
月
額
４
，５
９
０

２５

円
）
と
し
、
左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

空
知
中
部
広
域
連
合
か
ら

 

　
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で
す

６５

■段階別の年間介護保険料

年間保険料額
（算定基準）

対　　象　　者段階

２７，５４０円

(基準額×0.5)

・老齢福祉年金受給者で、世帯の全員
　が住民税非課税の方
・生活保護の受給者

第１

２７，５４０円

(基準額×0.5)

・世帯の全員が住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋
　課税年金収入額が８０万円以下の方

第２

３４，４２５円

(基準額×0.６２５)

・世帯の全員が住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋
　課税年金収入額が１２０万円以下の方

第３

４１，３１０円

(基準額×0.７５)
・世帯の全員が住民税非課税で、
　第２段階・第３段階以外の方

第４

４５，７１６円

(基準額×0.８３)

・本人が住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋
　課税年金収入額が８０万円以下の方

第５

５５，０８０円

(基準額)
・本人が住民税非課税で、
　第５段階以外の方

第６

６３，８９２円

(基準額×１.１６)

・本人に住民税が課税されていて、
　前年の合計所得金額が１２５万円未満
　の方

第７

６８，８５０円

(基準額×１.２５)

・本人に住民税が課税されていて、
　前年の合計所得金額が１９０万円未満
　の方

第８

８２，６２０円

(基準額×１.５)

・本人に住民税が課税されていて、
　前年の合計所得金額が５００万円未満
　の方

第９

９６，３９０円

(基準額×１.７５)

・本人に住民税が課税されていて、
　前年の合計所得金額が５００万円以上
　の方

第１０

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

所
得
の
申
告
を

 

お
忘
れ
な
く

問い合わせ

空知中部広域連合
事務局介護保険係（緯６６～２１５２）

　
高
齢
者
人
口
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る

た
め
、
計
算
上
は
介
護
保
険
料
基

準
額
を
５
９
，１
３
６
円
（
月
額
４
，

９
２
８
円
）
に
し
な
け
れ
ば
、
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
保
険
料
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、
空
知
中

部
広
域
連
合
で
は
「
介
護
保
険
事

業
基
金
（
家
庭
で
言
う
と
貯
金
）
」

を
取
り
崩
す
な
ど
に
よ
り
、
保
険

料
基
準
額
を
５
５
，０
８
０
円
（
月

額
４
，５
９
０
円
）
に
抑
え
て
い
ま

す
。

保
険
料
の
上
昇
抑
制
策

　
所
得
の
申
告
な
ど
が
な
く
、
所

得
金
額
が
不
明
な
と
き
は
、
正
し

い
介
護
保
険
料
の
算
定
が
で
き
ま

せ
ん
。
未
申
告
の
方
は
所
得
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
は
期
限
内
に
！

　
介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
に
制
限
を
受
け
て

し
ま
い
ま
す
。

　
制
限
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
必

ず
納
期
限
内
に
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。

８
月
上
旬
に
介
護
保
険
料
決
定
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま

８
月
上
旬
に
介
護
保
険
料
決
定
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
すす
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こ
の
度
、
太
田
フ
サ
子
さ
ん
（
中

村
中
央
団
地
）
に
、
歌
志
内
市
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
の
役
員
と
し

て
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

北
海
道
善
行
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
か
ら
理
事
職
を
務
め
、

１１

特
に
現
在
は
会
長
と
し
て
、
積
極

的
に
会
員
の
生
活
上
の
相
談
相
手

と
な
り
、
献
身
的
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
会
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な

か
、
会
存
続
の
た
め
加
入
促
進
に

取
り
組
ま
れ
、
ま
た
協
会
の
行
事

に
１
人
で
も
多
く
参
加
い
た
だ
く

た
め
声
か
け
を
す
る
な
ど
、
熱
心

に
会
員
と
の
親
睦
な
ど
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
関
係
団
体
と
連
携
し
、

障
が
い
者
福
祉
や
地
域
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

太
田
 太
  田
 

お
お
 

た

フ
サ
子

フ
サ
 子
 さ
ん
さ
ん

こ

 

北
海
道
善
行
賞
を
受

北
海
道
善
行
賞
を
受
賞賞

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

戦
没
者
遺
族
援
護
功
労

 宮  永   敏  光 さん
みや なが とし みつ

 （中村わかば団地）

　
歌
志
内
市
遺
族
会
が
行
う
、
戦

没
者
遺
族
の
援
護
事
業
に
永
年
尽

力
さ
れ
て
き
た
３
名
の
方
に
、
こ

の
度
北
海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
片
岡
さ
ん
は
、
現
在
、
地
域
支

部
長
と
し
て
会
員
減
少
の
中
、
未

加
入
遺
族
に
対
し
て
入
会
の
呼
び

か
け
を
行
う
な
ど
、
会
の
運
営
に

ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
戦
没
者
の
気
持
ち
を
思

い
、
追
悼
式
に
参
列
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
宮
永
さ
ん
は
、
同
会
の
役
員
補

助
と
し
て
、
諸
行
事
に
率
先
し
て

協
力
し
、
会
員
と
の
交
流
を
図
り

な
が
ら
、
会
の
発
展
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
 澤
  口
  郁
  子
 さ
ん
（
文
珠
新
泉
町
）

さ
わ
 ぐ
ち
 い
く
 
こ

は
、
ご
主
人
の
後
を
引
き
継
い
で

入
会
し
、
役
員
補
助
と
し
て
会
の

発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
澤
口
さ
ん
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
人
の
要
望
に
よ
り
、
写

真
の
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 知
事
か
ら
感
謝
状
贈
呈

 片  岡  カツヱ 子 さん
かた おか こ

（中村中央団地）

局局局局局局局局局局局局局局局局
地地地地地地地地地地地地地地地地
的的的的的的的的的的的的的的的的
大大大大大大大大大大大大大大大大
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
にににににににににににににににに
備備備備備備備備備備備備備備備備
ええええええええええええええええ

局
地
的
大
雨
に
備
え
ててててててててててててててててて

　
夏
に
な
る
と
発
達
し
た
積
乱
雲
に
よ
り
、
短
い
時
間
で
狭
い
地
域

に
大
雨
が
降
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
雨
を
『
局
地
的
大
雨
』
と
言
い
ま
す
が
、
川
で
急
激

に
水
か
さ
が
増
え
た
り
、
周
囲
よ
り
低
い
土

地
な
ど
で
は
浸
水
す
る
な
ど
、
短
時
間
で
危

険
な
状
態
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
局
地
的
大
雨
に
よ
り
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
周
囲
よ
り
低
い
土
地
で
水
が
集

ま
っ
て
く
る
場
所
が
な
い
か
。

▼
河
原
な
ど
で
急
に
水
か
さ
が
増

す
こ
と
は
な
い
か
。

▼
過
去
に
水
害
が
起
き
て
い
な
い

か
。

▼
雷
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る

と
き
は
要
注
意
。

▼
積
乱
雲
が
発
達
す
る
と
黒
雲
で

急
に
暗
く
な
っ
た
り
、
雷
鳴
・

▼
川
の
そ
ば
か
ら
離
れ
て
、
地
下

に
い
る
と
き
は
地
上
へ
移
動
す

る
。

▼
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
水
の
集
ま

り
や
す
い
場
所
に
近
づ
か
な
い
。

▼
周
り
の
人
に
も
声
を
か
け
、
危

険
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
行
動

す
る
。

※
問
い
合
わ
せ
　
札
幌
管
区
気
象

台
天
気
相
談
所
（
緯
０
１
１
～

６
１
１
～
０
１
７
０
）

最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

日
ご
ろ
か
ら
近
所
の
様
子
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

危
険
を
感
じ
た
と
き
は
す
ぐ

に
行
動
し
ま
し
ょ
う

雷
光
、
大
粒
の
雨
や
ひ
ょ
う
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
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▼
メ
リ
ッ
ト

▼
メ
リ
ッ
ト
２２

▼
メ
リ
ッ
ト

▼
メ
リ
ッ
ト
１１

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料
はははははははははははははははは
退退退退退退退退退退退退退退退退
職職職職職職職職職職職職職職職職
（（（（（（（（（（（（（（（（
失失失失失失失失失失失失失失失失
業業業業業業業業業業業業業業業業
））））））））））））））））
にににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよ

国
民
年
金
保
険
料
は
退
職
（
失
業
）
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるる

特特特特特特特特特特
例例例例例例例例例例
免免免免免免免免免免
除除除除除除除除除除

 

特
例
免
除
がががががががががが
ああああああああああ
りりりりりりりりりり
まままままままままま

が
あ
り
ま
すすすすすすすすすすす

　
特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職

（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
特
例
免
除
は
、
配
偶
者
や
世
帯
主
が
退
職
（
失
業
）
し
た
場

合
に
も
対
象
と
な
り
、
免
除
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、
次
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
免
除
で
も
一
部
納
付
し

た
の
と
同
じ

　
免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、

保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比

較
し
て
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

■
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障

　
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
一
家
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺

族
年
金
な
ど
、
免
除
承
認
期
間
に

つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ

れ
ま
す
。

■
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査

▽
通
常
の
免
除
→
申
請
者
本
人
の

所
得
＋
配
偶
者
の
所
得
＋
世
帯

主
の
所
得

▽
特
例
免
除
→
配
偶
者
の
所
得
＋

世
帯
主
の
所
得

▼
メ
リ
ッ
ト

▼
メ
リ
ッ
ト
３３

▼
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
通
知
書

▼
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど
）

▼
印
鑑

　
通
常
、
免
除
の
申
請
が
承
認
さ

れ
た
場
合
の
免
除
期
間
は
、
そ
の

年
の
７
月
か
ら
翌
年
６
月
末
ま
で

の
間
で
、
前
年
の
免
除
申
請
を
行

う
期
限
は
７
月
末
が
申
請
の
期
限

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
は
そ
の

期
間
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
、
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
～
２
１
４
４
）
ま

た
は
、
戸
籍
年
金

グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２

１
７
）
へ
。

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

免
除
の
期
間

申
請
を
行
う
場
合
に

必
要
な
も
の

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

▼
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

　
中
身
を
使
い
切
る
か
ガ
ス
抜
き

を
行
い
、
発
火
の
危
険
性
が
な
い

状
態
に
し
て
、「
危
険
ご
み
（
金
属

製
は
不
燃
ご
み
）
」
と
し
て
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
花
火

　
未
使
用
の
も
の
・
使
用
済
み
の

も
の
を
問
わ
ず
、
必
ず
一
度
水
に

浸
し
て
か
ら
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
花
火
を
一
度
に
大
量
に
処
理
す

る
場
合
は
、
必
ず
市
役
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
燃
や
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
概

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
お
互
い
が
快
適
な
環
境
で
過
ご

す
た
め
に
も
、
ご
み
は
屋
外
で
焼

却
せ
ず
に
、
正
し
く
分
別
し
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
　
年
４
月
以
降
、
ご
み
を

１３

屋
外
で
焼
却
（
野
焼
き
）
す
る
こ

と
は
、
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
う
え
、
厳
し
い
罰
則

（
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
屋
外
で
の
焼
却
は
、
煙
や
す
す
、

悪
臭
な
ど
に
よ
り
周
囲
の
人
に
迷

惑
を
か
け
る
行
為
で
す
。

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や

 

花
火
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
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得票数

（票）

政党等

の名称

得票数

（票）

政党等

の名称

  ３１３．０００日本共産党   ６３．１８１みんなの党

   ５１５．８１８公 明 党  ４９８．０００民 主 党

    ６．０００
緑の党グリー

ンズジャパン

  ２２０．０００新 党 大 地

   ４２．０００社会民主党

   ７６．０００日本維新の会    ９．０００生 活 の 党

   １４．０００幸福実現党    ５．５００みどりの風

２，２９８．９９８合　　計  ５３６．４９９自由民主党

■比例代表選出議員選挙の開票結■比例代表選出議員選挙の開票結果果

参
議
院
議
員
通
常
選

参
議
院
議
員
通
常
選
挙挙

 投投
・・
開
票
結
果

開
票
結
果

第

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
７
月

　
第
　
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
７
月
　
日日

２３２３

２１２１

（
日
）
に
行
わ
れ
、
本
市
で
は
投
票
率
が

・

％
と
、

（
日
）
に
行
わ
れ
、
本
市
で
は
投
票
率
が
　
・
　
％
と
、
前前

６５６５

７８７８

回
（
平
成

年
）
を
２
・

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

回
（
平
成
　
年
）
を
２
・
　

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。 

２２２２

７７７７

即
日

時
か
ら
公
民
館
で
行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
は

　
即
日
　
時
か
ら
公
民
館
で
行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
は
次次

２１２１

の
と
お
り
で
す
。

の
と
お
り
で
す
。 

〈
選
挙
管
理
委
員
会

市
役
所
２

 〈
選
挙
管
理
委
員
会
　
市
役
所
２
階階
緯緯
４
２
～
３
２
１
１
〉

４
２
～
３
２
１
１
〉

投票率投票者数当日有権者数投票区・投票所

（３７．５０％）（３人）（８人）
公 民 館第１

５３．４５％４６５人８７０人

５４．７６％６９人１２６人上歌新栄地区集会所第２

５８．６４％２７５人４６９人歌神地区集会所第３

５２．３３％１８０人３４４人神威児童センター第４

５３．５５％２４９人４６５人歌 志 内 幼 稚 園第５

５４．６６％５１０人９３３人文珠第二町内会館第６

５９．２７％２９４人４９６人歌 志 内 中 学 校第７

３９４人期　日　前　投　票

６５．７８％２，４３６人３，７０３人今 回
合　　　計

６８．５５％２，８０３人４，０８９人前 回

■参議院議員通常選挙の投票結■参議院議員通常選挙の投票結果果

※（ ）は、在外選挙人の数（内数）※（　）は、在外選挙人の数（内数）。。

得票数

（票）
党　派候補者名

７２９民 主 党 小  川   勝  也 
お がわ かつ や

４７幸福実現党 森  山  よしのり
もり やま

７８０自由民主党だ て  忠  一 
ちゅう いち

３４５日本共産党 森 　 つねと
もり

１１０みんなの党 安  住  たかのぶ
あ ずみ

３００新党大地あさの  貴  博 
たか ひろ

２，３１１合　　　　計

■選挙区選出議員選挙の開票結■選挙区選出議員選挙の開票結果果

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

 投
・
開
票
結
果

※（　）は、在外選挙人の数（内数）。

　
第
　
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
７
月
　
日

２３

２１

（
日
）
に
行
わ
れ
、
本
市
で
は
投
票
率
が
　
・
　
％
と
、
前

６５

７８

回
（
平
成
　
年
）
を
２
・
　

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。 

２２

７７

　
即
日
　
時
か
ら
公
民
館
で
行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
は
次

２１

の
と
お
り
で
す
。 

 〈
選
挙
管
理
委
員
会
　
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
３
２
１
１
〉

■参議院議員通常選挙の投票結果

■選挙区選出議員選挙の開票結果 ■比例代表選出議員選挙の開票結果

　
歌
志
内
市
議
会
で
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、
市
内
８
か
所
の
会
場

を
ま
わ
り
、
市
民
へ
の
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
議
会
の
沿
革
及
び
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
説
明
を
行
い
、
参
加
し
た
市
民
か
ら
質
問
等
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
９
日
、
横
浜
市
会
の
佐
藤
祐
文
議
長
が
本
市
を
訪
れ
、

山
崎
数
彦
議
長
と
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
～
　
日
の
間
、
市
内

１８

８
か
所
を
会
場
と
し
、
市
議
会
議

員
８
人
全
員
で
、
議
会
報
告
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
冒
頭
、
議
会
の
沿

革
及
び
概
説
を
説
明
し
、
そ
の
後

「
広
域
ご
み
処
理
」
、「
チ
ロ
ル
の

湯
改
修
」
、「
子
育
て
支
援
」
の
３

つ
の
テ
ー
マ
を
重
点
的
に
説
明
し

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

各
議
員
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
、
多
く
の
質
問
や
意
見
、
要
望

等
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

▲歌神地区集会所での議会報告
会の模様

　
７
月
９
日
、
全
国
で
一
番
人
口

の
多
い
市
、
横
浜
市
の
佐
藤
祐
文

市
会
議
長
が
本
市
を
訪
れ
、
歌
志

内
市
議
会
山
崎
議
長
と
対
談
を
行

い
ま
し
た
。

　
対
談
で
は
、
お
互
い
が
抱
え
て

い
る
問
題

な
ど
に
つ

い
情
報
交

換
を
行
い
、

そ
の
後
か

も
い
岳
ス

キ
ー
場
を

視
察
し
ま

し
た
。

▲握手を交わす佐藤議長（左）
と山崎議長（右）

７
月
８
日
～
　
日
　
市
内
８
か
所
で

１８

 

議
会
報
告
会
を
開
催
！

横
浜
市
会
と
情
報
交
換

※無効１３７票※無効 １３７票、、投投票総数票総数２ ２，，４４３６票３６票※無効 １３７票、投票総数 ２，４３６票※無効１２５票※無効 １２５票、、投投票総数票総数２ ２，，４４３６票３６票※無効 １２５票、投票総数 ２，４３６票
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こ
れ
か
ら
お
盆
の
時
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
使
用
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
窓
の
開
放
や
扇
風
機
の
使
用
時

に
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
に
火
を
つ

け
る
と
、
風
の
影
響
で
倒
れ
て

周
囲
の
も
の
に
着
火
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
ロ
ウ
ソ
ク
の
使
用
中
は
、
仏
壇

の
お
供
え
物
な
ど
を
と
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
衣
服
の

袖
に
火
が
つ
い
て
や
け
ど
を
し

た
事
例
が
あ
り
ま
す

▽
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
に
サ
イ
ズ
の
合

わ
な
い
ロ
ウ
ソ
ク
を
使
用
す
る

と
、
ロ
ウ
ソ
ク
が
割
れ
て
倒
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
必
ず
サ

イ
ズ
の
あ
っ
た
も
の
を
使
用
し

ま
し
ょ
う

▽
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
た
ま
ま

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

仏
壇
な
ど
で
使
う

ロ
ウ
ソ
ク
に
注
意

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に

機
能
す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が

重
要
で
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き

に
警
報
器
が
き
ち
ん
と
働
く
よ
う

に
定
期
的
に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
作
動
試
験
を
し
ま
し
ょ
う

　
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
し
て
、

作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
電
池
式
は
電
池
が
切
れ
る
と
作

　
動
し
な
く
な
り
ま
す
。

■
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う

　
警
報
器
内
に
ホ
コ
リ
が
入
る
と

誤
作
動
を
起
こ
す
場
合
が
あ
る
の

で
、
定
期
的
に
清
掃
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

※
機
種
に
よ
っ
て
清
掃
方
法
が
違

い
ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
警
報
音
が
鳴
っ
た
と
き
は

　
「
電
池
が
切
れ
そ
う
な
と
き
」

や
「
故
障
の
と
き
」
に
音
や
光
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
機
種
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
説
明
書
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防
本本本本本本本本本本本本本本本本
部部部部部部部部部部部部部部部部
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願

消
防
本
部
か
ら
の
お
願
いいいいいいいいいいいいいいいいい

〈
消
防
本
部
　
予
防
･
保
安
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

文
化
連
盟
加
盟
団
体
コ
ー
ナ
ー
　
⑧
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広
報
う
た
し
な
い
で
は
、
公
民

館
等
で
活
動
し
て
い
る
歌
志
内
文

化
連
盟
加
盟
団
体
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
は
、「
あ
や
め
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
平
成
９
年
に
会
が
発
足
し
て
、

歌
う
こ
と
が
好
き
な
会
員
が
集
ま

り
、
現
在
　
名
で
活
動
し
て
い
ま

１１

す
。

　
課
題
曲
を
決
め
て
、
指
導
者
の

棟
方
英
昭
先
生
（
赤
平
市
在
住
）

か
ら
ひ
と
り
ず
つ
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
曲
で
は
自
分
の
歌

う
曲
目
を
決
め
、
先
生
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
方
法
は
、
ひ
と
り
ず
つ
譜

面
台
の
前
に
立
ち
、
先
生
が
横
に

つ
い
て
音
の
取
り
方
や
歌
詞
の
表

現
方
法
等
を
教
わ
り
な
が
ら
、
全

会
員
の
前
で
発
声
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
は
文
化
祭
の
発
表
に
向
け

て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、

要
請
が
あ
れ
ば
施
設
等
へ
訪
問
し

て
、
歌
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
代
表
の
武
田
さ
ん
は
、「
会
員

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
や
、
歌
が
好
き
な
人
は

い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
仲
間
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」
と
お
話
し
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
や
問
い
合
わ
せ
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
活
動
の
ご
案
内

▼
活
動
日
　
月
３
回
（
第
二
金
曜

日
～
）　
　
時
～
　
時

１８

２１

▼
場
　
所
　
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
代
表
　
武
田
ト

ミ
エ
さ
ん
（
緯
４
２
～
６
８
５

５
）
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
を
！




